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　フェーズドアレイ気象レーダー（以降、PAWR）は、最大で60-80 km までの範囲にある積乱雲

を、10-30秒という極めて高い頻度で立体観測する最先端のリモートセンシング技術である。2015年より、気

象研究所および日本無線株式会社は、つくば市および千葉市においてそれぞれXバンドPAWRを運用してい

る。本研究では、局地的大雨や台風、突風等の極端気象について、これら2台のPAWRで得られた同時観測

データの統合解析を行う。各事例における積乱雲の降水・気流場の3次元時空間構造を明らかにするととも

に、複数のPAWRを用いた観測ネットワークが切り拓く、将来の監視・直前予測技術の高度化について考察す

る。 
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